
平成 28 年 10 月 31 日 
 
国公私立大学図書館長 殿 
 

                      早稲田大学図書館長 
                                  深澤  良彰 

 
早稲田大学中央図書館開館 25 周年記念シンポジウム 

「日本における学術出版社と図書館の役割、その未来」の開催について（ご案内） 
 
時下、益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 
この度、標記シンポジウムを下記のとおり開催致しますので、貴図書館よりご参加くださ

いますようご案内申し上げます。 
 

記 
 
１．テーマ：日本における学術出版社と図書館の役割、その未来 
 
―開催趣旨― 
早稲田大学中央図書館開館 25 周年を記念し、シンポジウム「日本における学術出版社と

図書館の役割、その未来」を開催します。 
日本における学術出版電子化の問題は、「学術出版産業」を前提とせずに考えることはで

きません。すなわち「研究者・大学教員－編集者（出版社）－印刷所－ 書店－大学図書館」

という出版基盤を、電子化の時代にどのように成立させるか、という議論が必要とされてき

ます。一方、今日の大学図書館においては、オープンアクセスによる研究発信の強化、ある

いはオープンサイエンスに対応した研究支援の在り方が強く求められています。実情に沿

ってこれらの議論を行う為には、日本における印刷媒体の出版流通のあり方を再確認し、そ

の上で、日本の状況に沿った議論を行うことが求められるところです。 
本シンポジウムでは、北米の大学図書館と日本の大学出版局の基調講演をもとに、大学図

書館、研究者、学術出版編集者などの視点から、日本の学術出版を取り巻く状況をあらため

て見つめなおし、日本における学術出版社と図書館の役割、そしてその未来について語り合

います。 
 
２．日 時： 平成 28 年 12 月 12 日（月） 14：00～16：30（13：30 開場） 
 
３．定 員： 250 名（先着） 



 
４．参加費： 無料 
 
５．会 場： 早稲田大学 大隈記念講堂 小講堂（東京都新宿区戸塚町 1-104） 
 
６．プログラム： 

13:30 受付開始 
14:10～14:40 開会挨拶：  
14:40～15:15 【第一部】 

講演１ 横田カーター 啓子（ミシガン大学大学院日本学研究司書） 
講演２ 橋元 博樹（東京大学出版会 営業局長） 

15:15～15:25 休憩 

15:25～16:25 【第二部】 
パネル・ディスカッション 
パネリスト： 
横田カーター 啓子（ミシガン大学大学院日本学研究司書） 
橋元 博樹（東京大学出版会 営業局長） 
永沼 浩一（岩波書店 新書編集部編集長） 
和田 敦彦（早稲田大学 教育・総合科学学術院教授） 

ファシリテーター： 
荘司 雅之（早稲田大学図書館事務部長） 

16:25～16:30 閉会挨拶 
 
７．参加申込み 
下記ウェブサイトより申請フォームにてご申請ください。 

https://www.waseda.jp/library/news/2016/10/04/2161/ 
 

８．お問合せ先： 
早稲田大学 図書館総務課 長谷川敦史 

lib-25-kouenkai@list.waseda.jp 
 

以上 

https://www.waseda.jp/library/news/2016/10/04/2161/

